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奄美 大島 の学童4三徒 にお け る遅発 ツベル ク リン反応の検討

室 橋 豊 穂 ・ 前 田 道 明

国立予防衛生研究所結核部(部 長 柳沢謙)

受付 昭和52年9月14日

緒 言

わが 国におけ るツベルレク リン(以 下 ツと略)反 応の判

定基 準 は,野 辺地,柳 沢 ら1)の 研究成績 にに基づ き2・000

借 稀釈旧 ツ液 を用いて,48時 問 目の反応 の発赤が,径0

～4mmの 場合 を陰性(一),5～9mmの 場合 を疑陽性

(±),10mm以 上 の場合 を陽性(±)と 定 め,い れににした

がつて ヅ反応 の検査が行 われてい る。しかし結核予 防対

策 の1つ としてツ反応検査が普及 す るにに伴 い,ツ 液 の頻

換注射 が,ツ 反応 の時間的経過 に促進的な影 響 を及ぼす

いとが諸家に よつて改めて注 目され るよ うにになつた。 そ

れ と同時に,48時 間 目で は反応陰性 また は疑陽性 と判定

された ものの うちか ら,48時 間以後 に至つ て陽性 の反応

を呈す る ものの あ るい とが改 めて認識 され,遅 発反応 と

して最近相次 で報告 を見 るよ うにになつた。

遅発反応 の存在 は,Pirquet2)以 来すで に 明 らかに さ

れ てい るが,そ の出 現 頻 度は ほく,し たがつて集 団検

診 として対象 を取扱 う場合には,余 り重大 な意義 を持つ

とは考 え られていなかつた。 しか し,最 近の報告3)～6)

にによると,種 々の年 令層の集 団 において,ツ 反応48時 問

目の陰性者 中25.8～69.3%に にその出現 を見 た とい うい と

で あ る。 もしいれ らの報告 にみ る如 く高 率にに出現す るも

の とす れば,現 在 の判定基準 は,結 核予 防策 実施 に対 し

て重大 な影響 を及 ぼす憂 な しとしない。

そいで,そ の本態 を考究 す るためにに,本 調査 を行い,

まだか つて ツ反応 検査を行つた いとのない地域の集 団に

おいて もかか る現象が同様にに存在す るか否か を検討す る

い ととした。

調査対象な らび に方法

対象 は,鹿 児島県大島郡住用村 の2つ の小,中 学生,

計671名 で あ る。 いの村 は全 くツ反応検査 もBCG接 種

も試み たい との ない というで あ り,し たが つてツ注射 は

本 調査 にによつ て初 めて行 われた訳 であ る。調査期 間は,

昭和31年11月27日 か ら12月12日 で あつた。

使用 したツ液 は,樗i準2,000倍 旧ツ液 な らびにに精製 ツ

ベル ク リン(PPD-s)液 の2種 で,共 に予研 製であ る。

後者 は凍結乾燥粉末 を0.06γ/0.1mlの 濃 度にに燐酸緩衝

液 で溶解稀釈 し,使 用期 間中冷蔵 して,力 価の低減 を防

いだ。

調査 の都 合 上,住 用小,中 学校生徒330名 ににおいて

は,全 員共右 前搏屈側 にのみ2,000倍 旧 ツ液 を型の如 く

注 射 し,東 城 小,中 学 校生徒341名 ににおいては,男 児

163名 には右前搏屈側 に,女 児178名 には左 前 腫 屈 側

に,そ れぞれ2,000倍 旧 ツ液 を,ま た他側の前?属 側 に

はそれぞれ比 較の意味でPPD-s0.06γ を注射 した。

ツ反応 の判定は,山 間地で交通不便 なために,48時 間

目以外 は,い わ ゆる遅発反応の最 も多 く認 め られ ると考

え られてい る7日 目にに行い,型 の 如 く発 赤 の大 きさお

よび硬結 の有無 な らびにに大 きさを記載 した。判定にに当 り

な るべ く客観性 あ る成績 を うるためにに,注 射 して あるツ

液 の種類,注 射側お よび48時 間 目の判定値が術者 にわか

らぬ如 く考 慮 した。 また,測 定誤差 を考慮 して,同 一対

象については48時 間 と7日 目 との判定 は,同 一術者が 行

うい とににした。いの2つ の小,中 学校 の判定 は,2人 の

術者 にによつ て行 われた ものであ る。また調査対象 は全 員

35mmの 間接 撮影 を行い,疑 わ しい所 見のあ る ものは さ

らにに直 接撮影 を も行つた。

成 績

1)2,000倍 旧 ツ液 に対す る反応

a)住 用小,中 学校生徒 におけ る成績

ツ反応陽性率:小 学生で は229名 中17名(7.4%),中

学生で は101名 中18名(17.8%)陽 性 で,小,中 学生平均

10.6%,中 学生 の陽性 率は小学生の約2倍 で ある。 いれ

を性別 にみ ると,男 子では153名 中13名(85%),女 子で

は177名 中22名(12.4%)が それぞれ陽性で,女 子の方

が やや高率であ る。

遅 発反応 発現頻 度:48時 間判定時 に陰性 であった290

名中,7日 目に判定 しえた271名 ににおい ては,10mm以

上の確 実な陽性 反応 を呈 した もの2名(0.7%)疑 陽性反

応 を示 した もの2名(0.7%)で あつ た。また48時 間判定

時にに疑陽性で あつた5名 中,7日 目に判定 しえた4名 にに

おいて は,陽 性反応 を示 した ものが1名 あつた。

したがつて,10mm以 上 のい わゆ る遅発反応 は,48時

間目の判定 におい て陰性 あ るいは疑陽性 とされた小,中

学生275名 中3名(1.1%)に 認 め られたい とにな る。

次 に,発 現頻 度を学年 別,性 別にみ る と表1の 如 くで

いずれにおいて も全 く差 異がない。

いれ らの学童生徒にについて,ツ 反応の様相 をし らべ る

と,表2の 如 くで,明 らか な硬結 を計 測 しえた もの は1

例 にす ぎず,か つ7日 目にわ け る発赤 の大 きさは,最 大
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表1住 用小中学生 におけ る2,000倍 旧 ツ液1によ る成績

表2遅 発反応出現者の ツ反応様相

特 に2,000倍 旧 ツ液 とPPD-s0.06γ との関係

注:ツ 反応様相の記載は(硬 結)/(発赤の大 きさの平均値,に よつて

示した。(1)使用 ツ液(2)れ 定時日(3)学 年 ・性(4)反 応の変動
(5)学校

の もの で も11mmで,反 応 とし て は む し ろ弱 い もの で あ

つ た 。

いれ らの 学 童 の う ち,胸 部X線 像 ににおい て異 常 所 見 を

認 め た もの は1名 もな か つ た 。

b)東 城 小,中 学 校 生 徒 に お け る成績

ツ反 応 陽 性 率:小 学 生 で は,221名 中44名(19.9%)が,

中学生 では120名 中34名(283%)が それぞれ陽 性,小,

中学生平均22.9%で,中 学生 は小学生 の約1.5倍 の陽性

率 を示 してい る。性別に は,男 子 は163名 中37名(22.7

%),女 子は178名 中41名(23.0%)が それ ぞれ陽性 で,男

女 間に差 異はみ られない。

遅発反応 の発現頻 度;48時 間判定時に陰性で あつ た小

学生260名 中,7日 目に 判定 しえた257名 に おいては,

10mm以 上の確 実な陽 性反 応 を 示 した もの3名(1 .2%),

疑 陽 性 反 応 を示 した もの3名(1.2%)で あ る。また,

48時 間判定時に疑陽性で あつ た3名 中,7日 目判定 時に

陽 性反応 を示 した ものが1名 あつた。

したがつて,10mm以 上のいわゆ る遅 発反応 と見 られ

るものは,48時 間 目に陰性 または疑陽性 と判 定 された小

中学生,260名 中4名(1.5%)に 出現 したい とにな る。

その発現頻度 は,学 年別 に も性別 に も特別 な関係はな

い。(表3)

いれ ら学童,生 徒 におけ るツ反応様相 は表2の 如 くで

発赤 の大 きさは12～15mmで あ り,そ の うち硬結 を計測

しえた ものは4名 中3名 であ る。 しか しいれ らいわゆ る

遅発反応 を呈 した4名 では,い ずれ も他 側前搏 ににおけ る

PPD-s0.06γ の反応 が48時 間 目に12mm以 上の発赤 を

示す陽性反応 を呈 してい た℃

なお いれ ら4名 の学童,生 徒の胸部X線 所見 には,異

常 を認めなかつた。

したがつて,2,000借 旧 ツ液 を用いた場合にに,ツ 初回

注 射対象 においては,い わゆ る遅 発反応 の発現頻 度は極

めて低率 であ るとい える。
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表3東 城小中学生 におけ る2,000倍 旧 ツ液 によ る成績

表4東 城 校 小 中 学 生 に お け るPPD-s0.06γ

,にによ る成 績

12)PPD-s0.06γ に対 す る反応(東 城小,中 学 校生

徒 にお け る成績)(表4)

PPD-sを 用 い る場 合,判 定基 準 はまだ 定 め られて

い ない ので,便 宜 上仮 に旧 ツ2,000倍 液の場合 の基準 を

適用 してみ ると,成 績 は次の如 くで ある6

東城小,中 学校生徒341名 中,48時 間判定で発赤の大

きさが0～4mmを 示 した237名 中,7日 目に判定 しえ

た234名 ににおいて,発 赤の大 きさ5～9mmを 示 した も

の6名(25%)で あ るが,10m解 以 上を示 した ものは1

名 もながつた。次で;48時 間判定 で,発 赤 の大 きさが5

～9mmを 呈 した8名 中,7日 目にに判定 しえた8名 にお

いて,発 赤の大 きさ10mm以.上 を示 した ものは3名 であ

つた。著者の1人 前 田がかつ て報告 したよ うに7),PPD

-sと 旧 ツとは反応様相が異 なるた めにに直接 の比較 はむず

か しく,か つ,そ の0.06γは2,000倍 旧ヅよ りもや や力価

が高 いよ う1に思 われ るので,発 赤 の大 きさ12mm以 上 を

仮に陽性 としてみ ると,遅 発反応 の発現率 は,48時 間判

定 で陰性 または疑陽性 を示 した244名 中1名(0.4%)と な

る。また2,000倍 旧ツの判 定基準 ににしたがつて,10mm

以 上を陽性 と仮 定す ると,遅 発反応の発現率 は242名 中

3名(1.2%)と な る。 しか もいの出現頻度 は学年 あ るい

は性 に全 く無 関係であつた。

考 察

遅発 ツベルレク リン反 応は,つ とにPirquet2)に よつて

記載 され,わ が 国においては比企 ら8)の紹 介が ある。 そ

の後,北 本 ら9)は諸集団 について検討 し,陰 性 者の0.8

～9.5%に,ま た古賀 ,前 田10)は 小学生の陰性者6.4%

に いれ を認 めた い とを述べ てい る。しか るに,最 近,岡

田3、,伊 藤4),樋 口5)は 諸集 団について検討 し,陰 性 者

の25.8～69.3%に,ま た橋本6)も 陰性お よび疑陽性者 の

39.2%に いれを認 めた と報 告 してい る。か くの如 く,最

近 の報告 ほ どいの現象 の高い出現頻 度 を述べてい るが,

いれ は如何 な る理 由に基 くであ ろうか。

われわれ は,た またま ツ反応 の初 回検 査地域 の検診機

会に恵 まれたので,そ の地域 の小,中 学 生671名 につい

て,い わゆ る遅 発反応の有無 な らび に出現頻度 を検討 し

てみた。その結果2,000倍 旧 ツ注射48時 間判定 で陰性 を

示 した528名 中,7日 目の判定で疑陽性(5～9mm)を

示 した もの5名(0.9%),陽 性(10mm以 上)を 示 した も

の5名(0.9%)で あった。

また48時 間判定で疑陽性 を示 した もの7名 中,7日 目

判 定で陽性 を示 した ものは2名 で あつた。
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す なわち,住 用村 の小,中 学生 におけ るいわゆ る遅 発

反応 の出現 率は,陰 性 および疑陽 性者535名 中7名(1.3

%)の 頻 度ににす ぎず,上 述諸家の成績 にに比すれば,遥 か

に低率であ る。 そして,学 校別,性 別,学 年別のいずれ

よ りす る も,全 く差異がなかつた。

いの よ うな低い 出現率か らみ ると,わ れ われ の場合 に

は,ツ 反応検査 に伴 う実験誤差の範 囲内 に在 ると見做 さ

ざ るをえない。 そして,諸 家の報告 され た成績が,ツ 反

応反覆検査地域 の対象 にについ ての もので あ る点か ら考 え

ると,わ れ われ の場合 の低い 出現 率は,ツ 液 を初 めて注

射 され た対象で あ るために,48時 間 目の判定が極めて容

易 であつた いとによ るのか も知 れない℃

成績 に も述べ たよ うにに,2,000倍 旧 ツと 同時に他側に

PPD-s0.06ツ の注 射を受 けた 生徒 にについて み る と,

2,000倍 ツ液 にに対 していわゆ る遅 発反応 を呈 した4名 に

おいては,PPD-s0.06γ によ る反 応は,48時 間判定時1に

すで1に10mm以 上の陽性 を呈 していた(表2)℃ またPP

D-s0.06γ にていわゆ る遅 発反応のみ られた3名1に おい

ては,2、000倍 旧ツにによ る反応 は陰性で あつた。(表5)

表5PPD-s0.06γ にによる遅 発反応 出現者 の反応

様相 と2,000倍 旧 ツ液 によ る反応 との関係

(1)使用ツ液(2)判定時日(3)学年・性(4)反応の変動(5)学校

いの い とは,2,000倍 旧ツに比 して,PPD-s0.067

の方が,高 力価で あつたい とを示 す ものの如 くであ り,

またほ とん ど等力価 であ ると仮 定 した場合において も,

ツ反応 を行つた 左右 両前搏にお ける反 応性 に差異11)の

起 りうるいとを考慮 しな くてはな らぬであ ろう。

いのよ うな点か ら,住 用村1においてわれわれの覗 い え

たいわゆ る遅 発反応成績 は,少 な くと も初回 ツ反応検査

の場合にはその出現頻 度が検査の誤 差範 囲内に含 まれて

了 う程度に低 い もので あるい とを示す もので ある と,考

え られ る。

結 論

ツ反応 をか つて一 度 も検 査 した い との ない鹿児島 県大

島郡(奄 美大 島)住 用村 の2部 落 の小,中 学生671名 につ

い て,ツ 液注 射後48時 間 目お よび7日 目に反応 の判定 を

行い,い わゆ る遅 発反応 にに関す る検討 を試 み,次 の成績

を えた。

1)ツ 反 応陽性 率は,住 用小,中 学生10.6%,東 城小

中学生22.9%で,小 学 生で は平均13.6%,中 学生 では平

均24.4%で あつた。

2)遅 発反応の 出現頻度 は,48時 間判定時 陰性者中

0.9%,陰 性お よび疑陽性 者中1.3%に にす ぎなかつた。

3)2,000倍 旧 ツ液 によつて遅 発反応 を呈 した全例共,

他側のPPD-s0.06γ によ る反応 は48時 間判定時に陽性

を呈 してい た。

4)PPD-s0.06ツ を用い た場合 には,48時 問判定時

に陰性お よび疑陽性 を呈 した者の うち3名(1.2%)に 遅

発反応 を見 たにす ぎない。 いの例 では,他 側の2,000倍

旧 ツ液 によ る反応 は陰性 であつた。

以上 の成績か ら,ツ 反応 の初 回検査地域ににおいて は,

い わゆ る遅発反応 な る現象 は極 めて出現頻度が少 な く,

ツ反応検査 の誤差範 囲に入 る程度の もの と考 え られ る。

擱筆 にに臨み御校閲戴いた柳沢部長 に謝意 を表す 。

本 調査にに御協 力下 さつた鹿児島県衛生部の各位住 用村
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